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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、染色体5q13上の500kbの逆位重複の一部です。この重複領域には少なくとも4つの遺伝子と反復配列が含まれており、再編成や欠失が生じやすい状態にあります。配列の反復性と複雑さは、このゲノム領域の構成を解明することを困難にしています。この遺伝子のテロメアコピーとセントロメアコピーはほぼ同一であり、同じタンパク質をコードしています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	赤: コントロール抗原 (100 ng); 紫: 抗原 (10 ng); 緑: 抗原 (50 ng); 青: 抗原 (100 ng);
	

	RAJI（1）、Cos7（2）、Jurkat（3）、K562（4）、Hela（5）、およびHepG2（6）細胞溶解物に対するSMN1マウスmAbを用いたウエスタンブロット分析。
	

	SMN1マウスmAb（緑）を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	SMN1 マウス mAb と DAB 染色を使用した、パラフィン包埋ヒト乳がん組織 (左) と精巣組織 (右) の免疫組織化学分析。
	

	SMN1 マウス mAb と DAB 染色を使用した、パラフィン包埋ヒト胃癌組織 (左) と脳腫瘍 (右) の免疫組織化学分析。

